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　今月号の表紙は「熊野古道大辺路いせみち道標」です。

　石塔には「いせみち」「左いせみち　右やまみち」「文久二

壬戌年　施主　若山　為　森藤三郎」と刻まれています。

　明治３６年以降の県道改修で不要となり、貝岡地区の住民が

保管していましたが、傾斜地の改良工事の際、元の設置場所に

近い現在の位置に設置されました。

大辺路で唯一の「いせみち」と刻まれた道標であり、伊勢参り

との関連性がうかがえる貴重な交通遺跡となっています。

表紙文化財紹介表紙文化財紹介

熊野古道大辺路
逢坂峠「いせみち」道標
熊野古道大辺路
逢坂峠「いせみち」道標
町指定文化財町指定文化財 記念物（史跡）記念物（史跡）

平成21年3月30日指定平成21年3月30日指定
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今
年
も
串
本
町
教
育
委
員
会
主
催
の
町

民
総
合
展
を
開
催
し
ま
す
。

　

第
16
回
目
と
な
る
こ
の
総
合
展
は
、
串

本
町
の
文
化
・
芸
術
の
祭
典
で
あ
り
、
毎

年
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
工
夫
を
こ
ら
し
た

作
品
が
多
く
出
品
さ
れ
、
鑑
賞
者
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

応
募
要
項
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で

す
の
で
、
多
く
の
出
品
と
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

趣
　
旨

　

串
本
町
民
の
美
術
に
関
す
る
愛
好
心
と

鑑
賞
力
を
啓
発
し
、
美
術
作
品
の
創
作
意

欲
を
盛
ん
に
す
る
と
と
も
に
串
本
町
の
文

化
向
上
、
発
展
に
資
す
る
。

日
　
程

　

11
月
６
日（
金
）〜
８
日（
日
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

応
募
資
格

①
串
本
町
に
住
所
ま
た
は
本
籍
を
置
く
人
。

②
串
本
町
に
勤
務
す
る
人
、
ま
た
は
在
学

す
る
人
。

③
串
本
町
内
の
グ
ル
ー
プ
に
所
属
す
る
人
。

会
場
及
び
部
門

〇
串
本
町
立
体
育
館

生
花
、
盆
栽
、
工
芸
、
俳
画
、
俳
句
短

冊
、
手
芸
、
書
、
各
公
民
館
出
展
コ
ー

ナ
ー
ほ
か

〇
串
本
町
文
化
セ
ン
タ
ー

絵
画
、
写
真
、
特
別
展
示
（
未
定
）

出
品
手
続

①
所
定
の
出
品
申
込
書
に
記
入
の
上
、
９

月
30
日（
水
）
午
後
５
時
ま
で
に
串
本

町
教
育
委
員
会
教
育
課
（
串
本
町
文
化

セ
ン
タ
ー
ま
た
は
古
座
分
庁
舎
２
階
教

育
課
）
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

②
作
品
は
原
則
と
し
て
他
の
展
覧
会
に
出

品
し
た
こ
と
の
な
い
自
作
品
に
限
り
ま

す
。

規
　
格

①
書
は
表
装
共
高
さ
2.1
メ
ー
ト
ル
以
内
、

幅
は
全
紙
ま
で
と
し
ま
す
。

②
絵
画
は
１
０
０
号
以
内
と
し
、
額
装
と

し
ま
す
。（
申
込
書
に
号
数
記
入
）

③
立
体
作
品
（
生
花
除
く
）
は
重
量
50
キ

ロ
グ
ラ
ム
以
下
と
し
、
間
口
、
奥
行
き

共
１
メ
ー
ト
ル
以
内
と
し
ま
す
。

④
生
花
は
、
間
口
、
奥
行
き
共
１
メ
ー
ト

ル
以
内
と
し
ま
す
。

⑤
写
真
は
、
パ
ネ
ル
張
平
面
作
品
ま
た
は

額
装
と
し
、
単
写
真
は
四
つ
切
り
か
ら

全
紙
ま
で
、
組
写
真
は
縦
横
１
メ
ー
ト

ル
以
内
と
し
ま
す
。

⑥
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
は
、
１
メ
ー
ト
ル
以
内

と
し
ま
す
。
な
お
、
大
き
い
作
品
は
折

り
畳
ん
で
展
示
し
ま
す
。

⑦
会
場
汚
損
等
他
の
展
示
作
品
の
妨
げ
と

な
る
作
品
は
除
外
し
ま
す
。

⑧
そ
の
他
主
催
者
に
お
い
て
不
適
当
と
認

め
る
も
の
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

点
　
数

○
原
則
１
人
２
点
以
内
（
但
し
、
部
門
別

と
し
、
俳
句
部
門
は
１
点
と
し
ま
す
）

○
な
お
、
展
示
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
に
よ
り
、

１
人
当
た
り
の
作
品
点
数
が
増
減
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

搬
　
入

○
11
月
５
日（
木
）
午
後
１
時
か
ら
午
後

７
時
ま
で
の
間
に
会
場
に
搬
入
し
て
く

だ
さ
い
。

※
原
則
と
し
て
時
間
外
の
受
付
は
行
い
ま

せ
ん
。
当
日
都
合
の
悪
い
場
合
は
、
前

日
に
教
育
課
（
串
本
町
文
化
セ
ン
タ
ー

内
）
ま
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
詳
し
く

は
、
教
育
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

搬
　
出

　

11
月
８
日
（
日
）
午
後
４
時
30
分
か
ら

会
場
よ
り
搬
出
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

①
搬
入
作
業
は
慎
重
に
取
り
扱
い
ま
す
が
、

不
慮
の
損
傷
に
つ
い
て
は
そ
の
責
を
負

い
ま
せ
ん
。

②
陳
列
等
に
つ
い
て
は
、
主
催
者
及
び
運

営
委
員
に
一
任
し
て
く
だ
さ
い
。

③
出
品
申
込
状
況
に
よ
り
、
展
示
場
所
を

変
更
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

④
規
定
の
期
日
に
搬
出
さ
れ
な
い
作
品
は
、

処
分
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

⑤
搬
入
・
搬
出
の
際
は
、
マ
ス
ク
の
着
用

や
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
保
つ

な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
を
講
じ
て
く
だ
さ
い
。

⑥
そ
の
他
、
運
営
上
疑
義
が
生
じ
た
場
合

は
、
運
営
委
員
会
に
お
い
て
協
議
の
上

決
定
し
ま
す
。

町
民
総
合
展
開
催

町
民
総
合
展
開
催

～

出

品

作

品

募

集

～

～

出

品

作

品

募

集

～

昨年度の町民総合展の様子
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町
内
の
獅
子
舞
に
つ
い
て

町
内
の
獅
子
舞
に
つ
い
て

　

成
就
寺
が
所
有
す
る
国
指
定
重
要
文
化

財
の
方
丈
障
壁
画「
紙
本
墨
画
林
和
靖
図
」

の
一
部
が
、
文
化
庁
、
宮
内
庁
、
読
売
新

聞
社
に
よ
る
「
紡
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

助
成
を
受
け
、
修
繕
の
た
め
７
月
21
日

（
火
）
午
前
10
時
か
ら
搬
出
作
業
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

壁
か
ら
取
り
外
さ
れ
た
障
壁
画
は
京
都

国
立
博
物
館
内
の
文
化
財
保
存
修
理
所
に

搬
送
さ
れ
、
専
門
の
業
者
に
よ
っ
て
修
理

が
行
わ
れ
ま
す
。

　

大
崎
住
職
は
、「
傷
み
が
進
ん
で
お
り

心
配
だ
っ
た
が
、
修
繕
し
て
後
世
に
残
す

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
が
た
い
。」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
の
搬
送
作
業
の
様
子
は
、

「
紡
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
公
式
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
な
ど
で
紹
介

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
文
化
財
保
護
審
議
会
は
、
７
月
29
日

に
開
か
れ
た
、
同
審
議
会
の
審
議
・
議
決

を
経
て
、
須
江
獅
子
舞
を
町
文
化
財
に
指

定
す
る
よ
う
答
申
し
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
須
江
獅
子
舞
は
新
た
に
町

無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
で
、
町
内
の
無
形
民

俗
文
化
財
は
25
件
に
な
り
ま
す
。

　

町
内
の
獅
子
舞
は
、
13
件
が
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
須
江
獅
子
舞

が
指
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
気
が
つ
い

た
須
江
区
長
か
ら
の
申
請
が
あ
り
、
今
回

指
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

須
江
地
区
の
秋
の
例
祭
は
、
元
々
は
10

月
９
日
に
営
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在

は
10
月
の
休
日
に
あ
わ
せ
て
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
古
座
の
獅
子
舞
が
ル
ー
ツ
と
伝

わ
っ
て
お
り
、
演
目
は
、
弊
の
舞
、
神
宮

の
舞
、
神
明
讃
、
乱
獅
子
、
花
掛
か
り
、

寝
獅
子
、剣
の
舞
、扇
の
手
、玉
獅
子
で
す
。

玉
獅
子
は
他
の
地
域
で
は
途
絶
え
て
い
る

こ
と
が
多
い
演
目
で
す
が
、
今
も
継
承
さ

れ
て
い
ま
す
。
天
狗
は
大
人
が
演
じ
る
大

天
狗
、子
ど
も
が
演
じ
る
小
天
狗
が
あ
り
、

小
天
狗
は
二
人
一
緒
に
演
技
を
し
ま
す
。

他
の
地
域
で
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
須
江

獅
子
舞
の
特
色
と
な
っ
て
い
ま
す
。

壁から取り外された障壁画

　

江
戸
時
代
に
伊
勢
か
ら
古
座
（
現
在

の
古
座
・
古
座
川
あ
た
り
）
に
太
神
楽

が
伝
わ
り
、
そ
れ
が
串
本
や
大
島
に
広

ま
り
、
当
時
の
潮
岬
会
合
（
広
域
鰹
漁

組
織
）
の
影
響
で
周
辺
の
地
域
へ
と
広

ま
っ
た
の
が
紀
伊
半
島
で
伝
承
さ
れ
て

い
る
獅
子
舞
だ
と
言
わ
れ
て
お
り
、
各

地
区
に
は
、
古
座
の
獅
子
舞
（
現
在
の

古
座
、
古
田
、
高
池
、
西
向
の
獅
子
舞
）

の
４
地
区
の
い
ず
れ
か
か
ら
習
っ
た
と

い
う
言
い
伝
え
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

伊
勢
神
楽
獅
子
や
古
座
獅
子
を
継
承

し
な
が
ら
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
独

自
の
変
化
を
遂
げ
て
き
た
獅
子
舞
は
、

地
区
住
民
や
保
存
団
体
等
の
努
力
に

よ
っ
て
後
世
へ
と
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
秋
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
町
民

の
皆
さ
ま
に
ご
参
加
い
た
だ
い
て
い
る

町
民
大
運
動
会
で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か

ら
、
今
年
度
の
開
催
は
中
止
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
紡
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

成
就
寺
障
壁
画
搬
出

新
た
に
町
文
化
財
に
指
定

須
江
獅
子
舞

令
和
２
年
度

町
民
大
運
動
会
中
止
に
つ
い
て



公民館報くしもと　第93号　　公民館報くしもと　第93号

　

８
月
15
日
に
終
戦
の
日
を
迎
え
、
太
平

洋
戦
争
が
終
わ
っ
て
75
年
目
の
年
に
な
り

ま
し
た
。

　

日
本
は
、
戦
争
に
よ
る
唯
一
の
被
爆
国

で
す
。

　

昭
和
20
年
８
月
６
日
に
広
島
に
、
８
月

９
日
に
は
長
崎
に
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ

ま
し
た
。

　

戦
争
は
多
く
の
人
の
命
と
日
常
を
奪
い

ま
し
た
。
町
内
に
お
い
て
も
、
空
襲
被
害

等
に
よ
っ
て
多
数
の
犠
牲
者
が
出
て
い
ま

す
。

　

戦
争
を
体
験
さ
れ
た
方
の
高
齢
化
が
進

み
、
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
が
増
え
、
悲

惨
な
体
験
が
風
化
し
て
い
く
こ
と
が
懸
念

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
教
育
委
員
会
で
は
「
第
五
福
竜
丸
建

造
の
地
平
和
の
歴
史
展
実
行
委
員
会
」
を

立
ち
上
げ
、
戦
争
の
愚
か
さ
と
平
和
の
尊

さ
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
し
て
、

平
和
の
歴
史
展
を
開
催
し
、
パ
ネ
ル
展
示

や
海
軍
無
線
送
信
所
跡
の
一
般
公
開
を
行

い
ま
し
た
。

　

当
実
行
委
員
会
は
、
今

後
も
、
戦
争
の
悲
惨
さ
や

平
和
の
大
切
さ
を
語
り
継

ぐ
た
め
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

８
月
３
日
か
ら
16
日
ま
で
の
期
間
、
串

本
町
文
化
セ
ン
タ
ー
２
階
ホ
ワ
イ
エ
に
て
、

パ
ネ
ル
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

　

原
水
爆
禁
止
協
議
会
が
製
作
す
る
「
広

島
・
長
崎
被
爆
展
示
組
写
真
」
を
中
心
に
、

被
災
当
時
の
写
真
な
ど
33
枚
を
展
示
し
ま

し
た
。

　

期
間
中
、
串
本
中
学
校
の
生
徒
が
平
和

学
習
と
し
て
訪
れ
た
り
、
同
セ
ン
タ
ー
の

利
用
者
が
自
由
に
鑑
賞
さ
れ
た
り
し
て
い

ま
し
た
。
写
真
展
示
を
通
し
て
核
兵
器
や

戦
争
の
悲
惨
さ
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か

け
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

８
月
14
日
に
は
、「
海
軍
無
線
送
信
所
」

の
特
別
公
開
を
行
い
ま
し
た
。

　

串
本
の
植
松
地
区
に
残
る
こ
の
施
設
は
、

旧
海
軍
が
無
線
通
信
を
行
う
た
め
の
送
信

所
で
し
た
。
受
信
所
は
出
雲
の
権
現
地
区

に
造
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
基
地
は
地
下
に

あ
り
、
爆
弾
の
投
下
に
も
耐
え
ら
れ
る
頑

丈
な
造
り
に
な
っ
て
お
り
、
現
在
も
構
造

物
が
き
れ
い
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

１
日
で
66
名
が
来
ら
れ
、
ガ
イ
ド
の
解

説
を
受
け
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
見
学
さ
れ
、

「
町
内
に
こ
ん
な
施
設
が
残
っ
て
い
る
事

を
知
ら
な
か
っ
た
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

串
本
町
は
、
古
く
か
ら
海
防
の
要
衝
と

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
太
平
洋
戦
争
末
期
に

は
、
本
土
決
戦
に
備
え
、
大
阪
を
防
衛
す

る
前
線
基
地
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
要

塞
化
が
進
み
ま
し
た
。
ま
た
、
基
地
の
街

で
あ
る
が
故
に
空
襲
や
艦
砲
射
撃
の
対
象

と
な
り
、
多
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

空
襲
か
ら
身
を
守
る
た
め
、
す
べ
て
の
地

域
に
防
空
壕
が
掘
ら
れ
、
基
地
周
辺
に
は

大
規
模
な
地
下
壕
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

戦
後
に
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
取
り
壊

さ
れ
ま
し
た
が
、
町
内
に
は
ま
だ
い
く
つ

か
の
軍
事
施
設
跡
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
軍
事

施
設
跡
や
地
下
壕
、
空
襲
被
害
等
の
場
所

を
戦
争
遺
跡
と
し
、
戦
争
を
語
り
継
ぐ
た

め
の
史
料
と
す
る
た
め
に
現
在
、
町
内

16
ヶ
所
に
標
柱
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

次
の
ペ
ー
ジ
で
は
そ
の
う
ち
の
一
部
を

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

昭
和
20
年
６
月
１
日
の
昼
頃
、
米
軍
の

爆
撃
機
Ｂ
29
が
接
触
事
故
を
起
こ
し
、
一

機
は
潮
岬
の
谷
に
、
も
う
一
機
は
上
浦
の

海
上
に
墜
落
し
、
併
せ
て
乗
員
22
名
中
20

名
が
死
亡
し
た
。
落
下
時
に
脱
出
し
た
２

名
の
乗
員
は
、
一
人
は
上
浦
に
、
一
人
は

須
江
に
降
り
、二
人
と
も
捕
ら
え
ら
れ
た
。

　

海
軍
大
阪
警
備
府
軍
需
部
串
本
支
庫
の

施
設
が
あ
っ
た
。

　

砲
弾
、
魚
雷
な
ど
の
兵
器
か
ら
軍
艦
で

使
う
燃
料
、
食
料
、
被
服
ま
で
の
一
切
の

軍
需
物
資
を
集
め
保
管
し
、
軍
艦
な
ど
に

補
給
を
行
っ
て
い
た
。

　

現
存
す
る
横
穴
壕
は
爆
薬
を
保
管
す
る

た
め
に
頑
丈
な
造
り
と
な
っ
て
い
る
。

　

出
雲
の
権
現
地
区
に
は
海
軍
の
通
信
所

が
あ
り
、し
ば
し
ば
空
襲
目
標
と
さ
れ
た
。

昭
和
19
年
か
ら
陸
軍
特
設
警
備
隊
に
よ
っ

て
、
本
土
決
戦
に
備
え
て
全
住
民
が
避
難

で
き
る
よ
う
、
大
規
模
な
防
空
壕
が
建
設

さ
れ
た
。

　

崩
落
の
危
険
も
あ
る
た
め
現
在
は
入
口

を
封
鎖
し
て
い
る
。

　

日
清
戦
争
が
起
き
た
明
治
27
年
に
建
設

さ
れ
た
串
本
町
内
最
初
の
軍
事
施
設
で
、

望
楼
の
芝
の
名
称
の
由
来
と
な
っ
て
い

る
。
日
清
戦
争
か
ら
太
平
洋
戦
争
に
か
け

て
運
用
さ
れ
、
敵
国
の
艦
船
を
監
視
す
る

た
め
の
施
設
だ
っ
た
。

　

壁
に
は
機
銃
掃
射
を
受
け
た
痕
が
見
ら

れ
る
。

パネル展示の様子

太
平
洋
戦
争
終
戦
75
年　

平
和
の
歴
史
展

太
平
洋
戦
争
終
戦
75
年　

平
和
の
歴
史
展

パ
ネ
ル
展
示

パ
ネ
ル
展
示

海
軍
無
線
送
信
所
跡

海
軍
無
線
送
信
所
跡

特
別
公
開

特
別
公
開

町
内
に
残
る
戦
争
遺
跡

町
内
に
残
る
戦
争
遺
跡

Ｂ29 墜落現場

海軍軍需部横穴壕

潮騒の森　防空壕

海軍望楼跡
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１
８
９
０
年
９
月
16
日
、
６
０
０
余
名

を
乗
せ
た
ト
ル
コ
軍
艦
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル

号
は
、
明
治
天
皇
へ
の
謁
見
を
終
え
て
帰

国
の
途
に
つ
い
て
い
ま
し
た
。
や
っ
と
母

国
に
帰
れ
る
と
喜
ん
で
い
た
乗
員
達
で
す

が
、
運
悪
く
熊
野
灘
を
航
行
中
に
台
風
と

遭
遇
し
、
強
い
風
と
波
の
た
め
、
樫
野
沖

の
船
甲
羅
と
い
う
岩
礁
に
衝
突
し
、
船
は

大
破
し
て
乗
員
は
海
に
投
げ
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

異
変
に
気
づ
い
た
大
島
村
の
住
民
は
、

激
し
い
風
雨
の
中
、
懸
命
に
救
助
活
動
を

行
い
、
69
名
の
命
を
救
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
５
０
０
余
名
の
異
国
の

人
々
は
、
こ
の
地
で
還
ら
ぬ
人
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
１
３
０
年
、
こ
の
出
来
事
を

契
機
と
し
て
日
本
と
ト
ル
コ
の
友
好
関
係

が
続
き
、
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
の
と
き

に
は
、
ト
ル
コ
の
飛
行
機
が
、
危
険
を
顧

み
ず
日
本
人
の
救
出
活
動
を
支
援
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

串
本
町
で
は
、「
日
本
ト
ル
コ
友
好
の

町
」
を
掲
げ
、
慰
霊
式
典
の
開
催
や
青
少

年
の
交
流
活
動
、
映
画
「
海
難
１
８
９

０
」
の
製
作
な
ど
を
通
し
て
、
親
交
の
度

合
い
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
趣
味
の
短
歌
活
動
を
通
し

て
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
遭
難
に
関
わ
る
短

歌
を
目
に
し
た
中
湊
在
住
の
清
水
登
さ
ん

か
ら
、
色
々
と
お
話
し
を
伺
わ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

『
舅
の
建
て
し
ト
ル
コ
軍
艦
遭
難
碑

　
　
　
石
屋
継
が
ざ
る
夫
と
訪
い
来
ぬ
』

　

作
者
は
、
和
歌
山
市
在
住
の
久
保
み
ど

り
さ
ん
と
い
う
方
で
、
短
歌
を
み
て
わ
か

る
よ
う
に
、
大
島
と
は
と
て
も
縁
の
あ
る

方
で
す
。

　

久
保
さ
ん
の
義
父
久
保
暢
朗
さ
ん
は
、

昭
和
12
年
６
月
３
日
に
建
立
さ
れ
た
ト
ル

コ
共
和
国
に
よ
る
慰
霊
碑
を
造
ら
れ
た
方

と
の
こ
と
で
す
。
当
時
は
、
屋
号
を
「
石

百
」
と
し
て
石
材
業
を
営
ん
で
お
り
、
ト

ル
コ
政
府
の
要
請
に
よ
っ
て
慰
霊
碑
製
作

に
従
事
し
て
、
見
事
に
そ
の
大
役
を
果
た

し
ま
し
た
。
完
成
除
幕
式
で
は
、
そ
の
功

績
が
認
め
ら
れ
て
、
ト
ル
コ
共
和
国
よ
り

表
彰
の
メ
ダ
ル
を
授
け
ら
れ
、
今
で
も
大

切
に
保
存
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

樫
野
埼
に
は
、
明
治
24
年
に
和
歌
山
県

が
建
て
た
慰
霊
碑
も
あ
り
、
二
つ
の
慰
霊

碑
周
辺
は
、
大
島
小
学
校
の
児
童
や
地
域

の
方
々
が
、
整
備
・
清
掃
活
動
を
続
け
て

く
れ
て
い
ま
す
。
１
３
０
年
と
い
う
長
い

時
間
が
経
過
し
て
も
、
亡
く
な
っ
た
異
国

の
将
兵
の
た
め
に
祈
り
を
捧
げ
る
気
持
ち

は
、
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
の
で
す
。 　

一
つ
の
短
歌
に
出
合
っ
た
お
話
か
ら
、

様
々
な
分
野
の
方
々
が
、
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル

ル
号
の
遭
難
か
ら
今
日
ま
で
の
出
来
事
に

関
心
を
持
ち
、
串
本
町
へ
の
想
い
を
深
め

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
１
３
０

年
と
い
う
節
目
の
年
に
当
た
り
、
皆
様
方

も
大
島
に
行
か
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
慰
霊
碑
を
前
に
新
た
な
気
持
ち
で
祈

り
を
捧
げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 　

樫
野
埼
灯
台
は
「
日
本
の
灯
台
の
父
」
と

呼
ば
れ
る
イ
ギ
リ
ス
人
技
師
の
リ
チ
ャ
ー

ド
・
ヘ
ン
リ
ー
・
ブ
ラ
ン
ト
ン
が
設
計
し
、

明
治
３
年
に
建
設
さ
れ
た
日
本
最
古
の
石
造

灯
台
で
す
。
今
年
の
７
月
で
点
灯
を
開
始
し

て
か
ら
１
５
０
年
に
な
り
ま
し
た
。

　

エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
の
遭
難
は
初
点
灯
か

ら
約
20
年
後
の
午
後
9
時
頃
の
出
来
事
で
し

た
。
海
に
投
げ
出
さ
れ
た
乗
員
は
、
樫
野
埼

灯
台
の
灯
り
を
た
よ
り
に
陸
地
を
目
指
し
、

崖
を
よ
じ
登
り
ま
し
た
。
灯
台
官
舎
の
扉
を

叩
き
、
灯
台
職
員
に
助
け
を
求
め
た
こ
と
で

エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
の
遭
難
が
判
明
し
、
そ

の
後
の
大
島
の
人
々
に
よ
る
救
助
活
動
が
行

わ
れ
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
灯

台
が
な
け
れ
ば
大
島
の
人
々
に
よ
る
救
助
活

動
も
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
重
要
な
役
割

を
果
た
し
た
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
時
を
知
る
こ
の
灯
台
は
、
改
築
等
に
よ

り
、
少
し
建
物

の
姿
が
変
わ
っ

て
い
ま
す
が
、

今
も
な
お
現
役

の
灯
台
と
し
て

沖
行
く
船
を
照

ら
し
続
け
て
い

ま
す
。

エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
遭
難
か
ら

日
本
最
古
の
石
造
灯
台

樫
野
埼
灯
台

百
三
十
周
年

昭和 12 年建立の遭難者慰霊碑 授与されたメダル
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串
本
青
少
年
セ
ン
タ
ー

「
4
月
か
ら
串
本
青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
お

世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。」

「
あ
、
潮
岬
に
あ
る
所
や
ね
。」

「
そ
れ
は
潮
岬
青
少
年
の
家
で
青
少
年
セ

ン
タ
ー
と
は
別
で
す
。
今
ま
で
補
導
セ
ン

タ
ー
っ
て
呼
ん
で
い
た
所
で
す
。」

　

こ
ん
な
会
話
が
何
度
繰
り
返
さ
れ
た
こ

と
で
し
ょ
う
。
今
年
度
よ
り
「
串
本
青
少

年
セ
ン
タ
ー
」
セ
ン
タ
ー
長
と
し
て
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

昭
和
37
年
４
月
に
周
参
見
・
串
本
・
古

座
・
古
座
川
の
４
町
を
管
轄
す
る
「
黒
潮

少
年
補
導
協
会
」
が
発
足
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
町
合
併
に
伴
う
管
轄
や
改
称
等
の

幾
度
か
の
変
遷
を
経
て
、
平
成
29
年
４
月

串
本
・
古
座
川
の
２
町
運
営
協
議
会
の
運

営
に
よ
る
現
在
の
「
串
本
青
少
年
セ
ン

タ
ー
」
と
し
て
再
出
発
し
ま
し
た
。
現
在

の
体
制
に
な
っ
て
か
ら
は
ま
だ
４
年
目
で

す
が
、「
黒
潮
少
年
補
導
協
会
」
の
発
足
か

ら
数
え
る
と
実
に
58
年
目
を
迎
え
る
大
変

歴
史
の
あ
る
組
織
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

当
青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
は
、
次
の
よ
う

な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
１
）
補
導
活
動

　
　
（
主
に
広
報
車
に
よ
る
巡
回
補
導
）

・
昨
年
度
の
巡
回
回
数
は
実
に
5
2
3
回

を
数
え
ま
し
た
。
こ
の
回
数
に
は
驚
く

ば
か
り
で
す
。
児
童
生
徒
に
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
地
域
の
方
々
の
目
に
も
と

ま
り
ま
す
。

　
「
抑
止
力
」
抜
群
で
す
。

（
２
）
相
談
活
動

・
子
ど
も
達
の
こ
と
で
気
に
な
る
こ
と
等

あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

（
３
）
環
境
浄
化
活
動

・
駐
輪
場
の
整
理
整
頓
・
清
掃
活
動
や
無

人
駅
の
点
検
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
４
）
広
報
啓
発
活
動

・
セ
ン
タ
ー
便
り
「
く
ろ
し
お
」
や
チ
ラ

シ
の
配
布
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
５
）
関
係
機
関
（
団
体
）
と
の
連
携

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
観

点
か
ら
、
顔
を
合
わ
せ
る
機
会
が
少
な

く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
初
め
て
耳
に
す

る
協
議
会
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
に
驚

い
て
い
ま
す
。

（
６
）
研
修
活
動

・
こ
れ
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
予
防
の
観
点
か
ら
中
止
に
な
っ
た
研

修
が
あ
り
ま
す
が
、
徐
々
に
再
開
さ
れ

つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
青
少
年
を
取
り
巻
く
状
況
は

め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
当
管

内
に
お
い
て
は
、
こ
こ
数
年
、
補
導
件
数

は
大
き
く
減
少
の
傾
向
に
あ
り
、
大
変
落

ち
着
い
た
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
子
ど
も
達
の
世
界
に
急
速
に
広
が
っ

て
い
る
「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
」
ほ
か
地
域
の

実
態
や
課
題
を
明
ら
か
に
し
、
関
係
機
関

と
の
連
携
を
密
に
し
た
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た

活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

〜
独
り
言
〜

　

毎
日
の
巡
回
の
コ
ー
ス
と
し
て
串
本
駅

駐
輪
場
に
立
ち
寄
り
、
自

転
車
の
整
理
や
ゴ
ミ
拾
い

を
行
っ
て
い
る
の
で
す
が
、

最
近
に
な
り
缶
ビ
ー
ル
や

缶
酎
ハ
イ
等
の
ア
ル
コ
ー

ル
類
の
空
き
缶
が
目
立
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
れ
に
加

え
、
た
ば
こ
の
吸
い
殻
も

た
く
さ
ん
落
ち
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
は
、
主
に
高
校
生
が
利
用
す
る
場

所
で
す
。
大
人
が
公
共
の
場
で
見
せ
る
行

動
が
、
子
ど
も
達
の
マ
ナ
ー
や
モ
ラ
ル
感

を
左
右
し
ま
す
。
率
先
し
て
手
本
を
示
す

こ
と
の
で
き
る
大
人
で
あ
り
た
い
も
の
で

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本 

誠
士

灯
台
灯
台

広報車
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教
育
課
よ
り
お
知
ら
せ

図書館の再開について図書館の再開について

大会日時　　令和３年２月21日（日）　午前11時スタート
場　　所　　開始式　紀三井寺公園陸上競技場
　　　　　　コース　スタート　紀三井寺公園陸上競技場
　　　　　　　　　　ゴール　　和歌山県庁前
　　　　　　　　　　　　　　　（10区間：合計21．1ｋｍ）
主　　催　　和歌山県、和歌山県教育委員会、社団法人和歌山県体育協会　
対　　象　　小学校５・６年生
　　　　　　中学校１・２・３年生
チーム編成　小学生男女各２名、中学生男女各３名
申込締切　　令和２年９月４日（金）

お問合せ先　串本町教育委員会教育課社会教育グループ
　　　　　　TEL.０７３５－６２－０００６

第20回和歌山県市町村対抗ジュニア駅伝競走大会

※新型コロナウイルス感染症を考慮し、大会が中止
となる可能性があります。また感染症対策として、
オープンチームは出場できない場合があります。

図書館は８月より移転作業のため休館しておりま
すが、移転作業は予定通り順調に進んでおります。
１０月１日（木）には移転先の保健福祉センター
にて再開することができる予定ですので、ご迷惑
をおかけしておりますが、もうしばらくお待ちく
ださい。
【お問合せ先】
串本町教育委員会教育課社会教育グループ
TEL.０７３５－６２－０００６

文化センターにサーマルカメラを導入しました文化センターにサーマルカメラを導入しました
新型コロナウイルス感染拡大防止対策として、文
化センター１階の階段近くにサーマルカメラ（体
温測定端末）を設置しました。このサーマルカメ
ラは画面に顔を映すと瞬時に体温を測定し、更に
マスク着用の有無を判断してくれる優れものです。
施設利用の際は、体温測定・マスク着用にご協力
よろしくお願いします。また、37.5℃以上の熱が
ある場合には、施設の利用を控えていただくよう
お願いします。

参加者
募集！
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